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大  学  名  東北大学  学 問 分 野  情報、電気、通信  

専 攻 等 名  
工学研究科電気・通信工学専攻、電子工学専攻、電気通信研究所、 
未来科学技術共同研究センター 

拠点のプログラム名称 新世代情報エレクトロニクスシステムの構築 

拠点リーダー氏
名  

内田龍男  所属部局・職  工学研究科電子工学専攻・教授  

プログラム  
の概要  

既に教育研究ＣＯＥに選定されている電子工学専攻を中核として、シナジー効
果が期待できる電気・通信工学専攻、電気通信研究所及び未来科学技術共同研究
センターを加えＮＴ・ＩＴ融合研究教育センターを創設し、世界最強の学際的電
気・通信・電子工学研究教育拠点形成を図る。 

拠点形成の  
目的・必要性  

 高度情報通信社会の構築に根幹的に関わる我が国の半導体、磁気記録、液晶産業
界は、欧米勢とアジア勢の狭間にあって世界競争の試練に立たされており、国際競
争力の長期的確保には大学の英知の活用が急務である。東北大学電気系は、伝統的
に情報通信技術（ＩＴ）と材料・デバイス開発に関わるナノテクノロジー（ＮＴ）
の研究において世界を先導する独創的研究を展開してきており、この実績により電
子工学専攻は、既に教育研究ＣＯＥに選定されている。これを中核として、電気・
通信工学専攻、電気通信研究所及び未来科学技術共同研究センターが連携し、ＮＴ・
ＩＴ融合研究教育センターを創設する。これによって、材料・プロセス・評価等の
基礎研究を最先端のデバイス・システム応用研究に活用し、国際競争力強化に直結
する独創的科学技術の創出と、世界的若手研究者の育成を目的とする。 

研究拠点形  
成実施計画  

・運営委員会の設置と拠点の立ち上げ・整備：拠点リーダー、研究総
括者（３名）、ＱＩ総括者、外部有識者（若干名）で運営委員会を構
成し、拠点運営に関わる重要事項を全て討議、決定する。「ＮＴ・Ｉ
Ｔ融合研究教育センター」を創設する。  

・新世代ネットワーク情報家電、移動体通信分野等の国際的な主導権の確
立を目的に、研究領域を「Ａ：基礎開発・支援研究」、「Ｂ：キーデバイ
ス開発研究」、「Ｃ：システム開発研究」の３グループに有機的、体系的
に整理し、拠点リーダーの下にＮＴ・ＩＴ融合研究をトップダウン的に
推進する。  

教育実施計画  
・博士後期課程のカリキュラムの中に、一流外国人研究者による拠点の学際的研

究内容に関するいくつかのコースを設けて必須単位とする。 
・国内外からＱＩスクールの早期単位取得エリート博士候補学生を選抜し、また

一般課程の中から優秀者を選抜し、３段階のランキング研究支援金を給付す
る。 

・学生主体のＱＩスクール主催ミニ国際会議を定期的に開催し、英語での発表討
議能力を養成すると共に、一流研究者招待による学際的なチュートリアル講演
を行う。 

・早期単位取得エリート博士等には、ＱＩスクールの若手人材育成・スーパーイ
ンターシップ制度の下で、産業界、海外研究機関等へ派遣して武者修業を行わ
せ、強靱なエリート博士を輩出する。 

・ＱＩスクール選抜によるポストドクターを採用し、一流研究者等との国際共同
研究を通して、リーダーシップ発揮の世界的研究者への登竜門とする。 

 



 




